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鵡川のシシャモを満喫！
旬のシシャモの味をみんなに知ってほしいと「し

しゃもあれとぴあinむかわ」が11月5日、むかわ町
役場北側広場で開催されました。「ししゃもあれと
ぴあ」とは、遡上時期の時化をさす「ししゃも荒れ」
とシシャモの住み良い環境を願う意味での「ユート
ピア（理想郷）」を掛け合わせた造語です。
「鵡川ししゃも」は特許庁の地域団体商標制度で

今年10月、商標登録の認定を受けました。その本場
の「鵡川ししゃも」を味わえるとあって町内外から
多くの人が訪れ、シシャモ鍋やシシャモ寿司、炭火
焼きのシシャモなどをたんのうしました。

漁業士発アクアカルチャーロード……………２
えりも漁協指導漁業士 川村　光代さん
栽培公社発アクアカルチャーロード……３～５
石狩川の上流域（旭川市周辺）における

魚類の遡上実態について
明日の浜へチャレンジ！…………………６～７
砂原漁協青年部　ナマコの天然採苗試験
アクア母ちゃん☆別海漁協女性部長…………８
浜のお買い物☆別海漁協ライフマート「鱗

りん

」…８

CONTENTS 目次



2

埋もれた食材を
アイディアでいかす
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えりも漁協指導漁業士の川村光代

さんは平成16年度に漁業士の認定を

受けました。

川村さんは「漁業士会の会合には

できるだけ参加するようにしていま

す」と話します。

「いろんな人と出会えて、話がで

き、浜の状況も分かるし、男の人は

隠し看板なくバーンと正面から言っ

てくれるのでいろいろと勉強になる

ことが多いです。さまざまな形で視

野が広がり、楽しいです」

川村さんは、えりも漁協女性部連

絡協議会とえりも町女性団体連絡協

議会の会長を兼任し、また、同漁協

本町地区の女性部長として女性部の

活動をもり立ててきました。

特に力を入れている活動は『浜の

埋もれた食材』にスポットを当て、

世の中に広める取り組みです。

「獲れる数が少ないとか商品価値

がない、手間がかかるなどの理由で

食べられるのに利用されていない海

の幸が浜にはいっぱい埋もれていま

す。女性はそういうのをもったいな

いなぁ、なんとかして売りたいなっ

て思うんです」

最初に目を付けたのは、「スジメ」

と「ギンナンソウ」です。

「18年ほど前から湯通ししたスジ

メと生のギンナンソウをあちこちに

持っていって、食べ方を教えながら

売り始めました。その後、もっと幅

広く皆さんに食べてもらいたいとス

ジメは佃煮にして、ギンナンソウは

空揚げにして砂糖をまぶしてお菓子

にして売っています」

料理教室で札幌の高校を訪れたと

きにギンナンソウのお菓子を作って

高校生に試食してもらったところ、

「イケテルね。これ店に売ってたら

買うよ」と好評だったそうです。

と結構美味しいですが、一般には流

通していません。これもなんとかし

たいなと思っているんですよ」

本町地区女性部は今年、50周年を

迎えます。

「スジメ、ギンナンソウのほか、

コンブの茎や、チョウチョウ貝を拾

って土産用に販売して50周年用の資

金を貯めました。みんな忙しい中、

頑張ってくれて。私たちの女性部は

団結力が強いのが誇りです」

川村さんは『女性部』よりも昔の

『婦人部』の名称の方が好きだった

と言います。

「婦人部の方があったかい感じが

します。女性部というと私たちの年

代にはなんだかなじみづらくて」

今一番の悩みは女性部の人数が減

ってきていることだそうです。

「高齢になって女性部をやめると

きは、替わりに入ってくれるようぜ

ひお嫁さんを誘ってほしいです。わ

たしは仲間が大好きです。仕事はた

くさんありますが、みんなと何かを

一緒にやり遂げるって、楽しくてす

ばらしいことだと思います。女性部

は絶対なくしたくないですね」

えりも漁協指導漁業士
川村　光代さん
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埋もれた食材を
アイディアでいかす

もったいないの精神で

仲間が大好き
『町で新しい製品を何か作って売

り出したい』と、えりも町の商工会

の依頼で現在、商品化の準備が進ん

でいます。

「パッケージなど試作の段階です

が、製品名には『浜の母さん』を入

れてもらうつもりです。長年、女性

部で埋もれた食材を食べてほしいと

みんなで動いてきました。あちこち

持っていって、名前を徐々に覚えて

もらってきました。全国に広がって

くれるのが夢です」

アイディアひとつで手間をかけれ

ばお金になるものが、ほかにも海の

中にはいっぱいありますと川村さん

は力を込めます。

「例えばヤマノカミもそうです。

カジカの一種でおつゆにして食べる

商品化で普及を



去る9月22日の北海道新聞夕刊

の一面に「旭川にサクラマスが戻

る」という見出しの記事が掲載さ

れました。その内容は、「サクラマ

ス150㎞遡上、旭川で42年ぶりに

産卵を確認」といったものでした。

大雪山系を水源とし、北海道を

南北に流下する石狩川は、流域が

全国有数の米どころとなってお

り、かんがい用水の確保を目的に
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いくつかの頭首工が設置されてい

ます。かつては、一部の頭首工に

は魚道が設置されておらず、魚類

の遡上が困難な箇所がありました。

一方、石狩川は、平成6年に

「魚がのぼりやすい川づくり推進

モデル事業」のモデル河川指定を

受けました。この「魚がのぼりや

すい川づくり推進モデル事業」と

は、地域のシンボルとなっている

河川・渓流を対象に、堰や床止め

等の河川を横断している構造物に

魚道の設置、改善、魚道流量の確

保等を計画的、試験的に行い、豊

かな水域環境の創出を目的に平成

3年に建設省（現：国土交通省）

により施行されたものでありま

す。石狩川においても代表魚種の

生息範囲を拡張することを目的に

河川整備が進められ、現在までに

河口から約200㎞上流の愛別町ま

で魚類の遡上が可能となりました。

このような背景のもと、本公社

では、北海道開発局旭川開発建設

部の依頼を受け、平成15年から

17年までの3年間、旭川市周辺の

石狩川本流の横断構造物である神

竜頭首工、近文頭首工、大雪頭首

工に付設されている魚道につい

て、魚類の遡上実態の調査を実施

しました。（図１）

はじめにはじめに

各魚道とも平成15年が7～9月

に2回計48時間、平成16、17年

が6～8月に3回計45時間、3ヵ年

の合計で138時間の遡上魚の採捕

調査を行いました。

魚道遡上魚の採捕は、魚道内に

設置したトラップと呼ばれる魚類

採捕用の檻（写真1）により行い

ました。

石狩川の上流域（旭川市周辺）における
魚類の遡上実態について

石狩川の上流域（旭川市周辺）における
魚類の遡上実態について

調査時期および方法調査時期および方法

写真1 トラップによる調査状況
図1 調査を実施した頭首工の位置および全景写真
（地図は、石狩川上流管内図旭川開発建設部）
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備の優先順位が高い区分に指定さ

れ、平成14年に魚道施設が付設

されました。（写真４）

魚道の設置にあたっては、立地

箇所のMみどりÂが豊富な自然環境

を考慮し、水際部にヤナギが埋枝

されているほか、現地発生材の自

然石を用いた空石組による多自然

型魚道型式（一部階段式、勾配

1/15）が採用されました。魚道

施設は、延長約340m、魚道幅

1.6～3.2m、勾配が1/220であり、

落差が小さく、自然河川のような

外観をしております。（写真５）

＜神竜頭首工＞

3科6種、合計1,891尾の遡上

が確認されました。採捕数が多か

った魚種はエゾウグイで、その採

捕数は1,238尾（全採捕数の

65.5％）、でした。次いで多かっ

た魚種は、ウグイの629尾（同

32.2％）で、この2種で全採捕数

の98.2％を占めました。

このほか、平成15年7月下旬に

尾叉長49.8cm、体重1578.2gの

サクラマスが1尾採捕されました。

（写真６）

調査を実施した頭首工調査を実施した頭首工

3ヵ年の調査の結果、3箇所の

頭首工の合計で4科8種2,269尾

の魚類が採捕されました。

以下、頭首工別に採捕結果を示

します。

＜神竜頭首工＞

河口から約142㎞地点に昭和

37年に完成した堤長117mの頭

首工で、景勝地として有名な神居

古潭の下流に位置します。

魚道施設は、昭和53年に延長

約38m、魚道幅3m、勾配1/9の

階段式型式が採用されておりま

す。（写真２）

＜近文頭首工＞

河口から約169㎞地点に昭和

27年に完成した堤長132.5mの頭

首工で旭川市、当麻町、比布町の

3市町の境界近くに位置します。

魚道施設は、昭和53年に延長

約33.5m、魚道幅3m、勾配1/10

の階段式型式が採用されておりま

す。（写真３）

＜大雪頭首工＞

河口から約178㎞地点に昭和

46年に完成した堤長83.5mの頭

首工で、調査を実施した中では、

最も上流に位置します。

前述した「魚がのぼりやすい川

づくり推進モデル事業」で魚道整

写真2 神竜頭首工の魚道

写真4 大雪頭首工における魚道整備全景　
（旭川開発建設部ホームページhttp://www.as.hkd.mlit.go.jpより引用）

写真5 大雪頭首工の魚道

写真6 神竜頭首工で採捕されたサ
クラマス（平成15年7月）写真3 近文頭首工の魚道

調査結果概要調査結果概要

＜近文頭首工＞

2科5種、合計102尾の遡上が

確認されました。採捕数が最も多

かった魚種はウグイで、その採捕

数は66尾（全採捕数の64.7％）

でした。次いで多かった魚種は、

エゾウグイの31尾（同30.4％）
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＜大雪頭首工＞

3科6種、合計276尾の遡上が

確認されました。採捕数が最も多

かった魚種はフクドジョウで、そ

の採捕数は156尾（全採捕数の

56.5％）でした。次いで多かっ

た魚種は、ハナカジカの59尾

（同21.4％）でした。

ないものと推測されました。

これらの結果から、調査を実施

した3箇所の魚道は、魚類の遡上

経路として十分に機能していると

判断されました。

また、サクラマスについては、

限られた調査にもかかわらず、2

尾が採捕されたことから、少なか

らず遡上していることが確認され

ました。

で、この2種で全採捕数の95.1％

を占めました。

このほか、平成17年8月下旬に

尾叉長50.7cm、体重1334.5gの

サクラマスが1尾、平成16年6月

下旬に尾叉長13 .6cm、体重

21.9gのオショロコマが採捕され

ました。（写真７）

魚道遡上魚について魚道遡上魚について

最後に最後に

といった底生性の魚類の比率が高

く、他の2つの魚道と異なった採

捕結果となりました。本公社では、

過去にさまざまな魚道遡上魚調査

を実施してきましたが、このよう

に多数のフクドジョウやハナカジ

カが採捕された例は、ほとんどあ

りませんでした。フクドジョウや

ハナカジカは、主に川底で生活し

ており、遊泳力が小さく、移動範

囲は狭いとされております。とこ

ろが、大雪頭首工の魚道は、前述

したように多自然型魚道型式が採

用されているため、魚道の勾配が

極めて小さく、魚道内の流況も自

然河川に近い状況であることか

ら、底生性魚類の移動にも支障は

図2 頭首工別の採捕魚種組成

写真7 近文頭首工で採捕された魚
類（写真上：上からオショ
ロコマ１尾、エゾウグイ2
尾、 写真下：サクラマス）

各魚道の採捕結果によると、

（表１、図２）神竜頭首工および近

文頭首工の魚道では、採捕魚類の

95％以上がウグイ類でした。この

2種は、調査地点周辺の石狩川に多

く生息することから、このような採

捕結果になったと考えられます。

これに対し、大雪頭首工の魚道

では、フクドジョウ、ハナカジカ

表1 採捕魚種一覧

旭川市周辺の石狩川では、明治

から大正時代にかけて、数千尾も

のサケが漁獲された記録が残され

ています。しかし、昭和30年頃

以降は、いくつかの構造物の建設

に伴い、サケの遡上は大きく減少

したとされています。石狩川は、

平成6年に指定を受けた「魚がの

ぼりやすい川づくり推進モデル事

業」により、魚道整備が進められ

たことや市民団体によるサケ、サ

クラマスの稚魚や卵の放流が行わ

れていることにより、近年、旭川

市周辺においては、本調査以外に

も一般市民によりサケ、サクラマ

スの遡上が確認されております。

近い将来、サケ、サクラマスが多

数遡上したかつての石狩川が甦る

ことを期待します。

調査設計部　生態研究室

主任技師　沼田 慎司
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砂原漁協青年部では平成16年

からナマコの天然採苗試験に取り

組み、平成17年度と18年度、当

公社の「漁業技術研究支援事業」

の助成を受けています。

3度目の採苗試験となる今年、

同青年部では画期的な採苗方法を

編み出しました。

れているし陸上施設は金がかかる。

何かいい方法がないかとみんなで

話していて生け簀の中でやってみ

たらどうだろうとひらめいた」

生け簀の材質をプランクトンネ

ットにしたのは、ナマコラーバの

外への流出と他のものの侵入を防

ぐためです。浮遊幼生の餌不足が

予見できたため、キートセラスを

購入して沈着期まで部員が交代で

毎日給餌を行いました。

そろそろ沈着期にさしかかる7

月13日、採苗器を投入しました。

投入時の生け簀内の幼生数は約

476万個体でした。

2年間の採苗試験で付着基質に

は遮光ネットが適しているとの結

果が得られていたので、採苗器に

は遮光ネットにタマネギ袋をかぶ

せたものを使いました。1本のロ

ープに18袋くくり付け、4本垂下

しました。さらに18分の1サイズ

の調査用採苗器を作り、1本垂下

し、定期的に付着調査を行えるよ

うにしました。

ラーバが800万個体

1袋5千個の付着幼生が

画期的採苗方法を考案

採苗器投入のタイミングを見計

らうため、ラーバ調査をこまめに

行いました。親ナマコ投入4日目

の7月3日、検鏡で多数のナマコ

ラーバを確認しました。換算する

と生け簀内（8.1t）の幼生数はお

よそ818万個体にのぼりました。

福田青年部長は「去年、一昨年

の天然でのラーバ調査では1個見

つけるのも大変だった。それがの

ぞいたとたんラーバだらけ。感動

した」と話します。

平成16、17年の天然採苗試験

時のラーバ調査では海水1t当り8

個体程度の出現数でした。

天然採苗試験で得られた稚ナマ

コも1年目が774個体、2年目が

17個体という結果でした。

「去年、青年部で宗谷漁協に行

って施設見学やナマコ種苗生産の

話を聞いてきて少しベッコ放流し

ても意味ないなと思った。万単位

で放流しないとだめだ。流れてい

るラーバが少ない天然採苗じゃ知

7月24日、第一回目の付着調査

を行ったところ、調査用採苗器1

袋に277個の付着幼生を確認しま

した。これは、採苗器1袋に換算

すると5千個強にのぼります。通

常付着幼生は珪藻などを餌としま

すが、予想以上の付着数が得られ

たことで、餌不足が懸念され、急

きょ粉末海藻を給餌することにし

に入れたときの海水との温度差刺激

で産卵を誘発するようにしました。

名付けて『砂原漁協青年部式ナ

マコ採苗方法』と福田裕司青年部

長は胸を張ります。

その採苗方法とは、プランクト

ンネットで生け簀を作り、魚類用

の筏式中間育成施設の枠の中にす

っぽり収め、その生け簀の中に親

ナマコを入れて産卵させ、採苗器

を投入してナマコ幼生を付着させ

るというものです。

プランクトンネット生け簀の大

きさは、縦横1.8m四方・深さ

2.5mで6月29日に設置し、同日、

約80個体ほどの親ナマコを投入

しました。親ナマコは青年部員が

地元で確保したもので、活魚水槽

に半月ほど入れて成熟を待ち、畜

養中は水温を下げておき、生け簀

採苗器の投入作業

プランクトンネット生け簀製作
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6万7千個を中間育成

福田裕司青年部長

ました。

調査用採苗器では全6回の付着

調査を行い、平均付着数は474個、

採苗器1袋換算8816個でした。

9月29日、本採苗器を1袋揚げ、

付着調査を行った結果、1022個

の稚ナマコを確認しました。体長

は1.7～17㎜とバラツキがあり、

平均体長は7.2㎜でした。

袋当りの付着数は平均870個、平

均体長は14.4㎜でした。生け簀

に付着した稚ナマコは、ストッキ

ングとナイロンカーテン生地製袋

に入れ、同様にタマネギ袋をかぶ

せ、丸篭と着底篭に収容しました。

採苗器と生け簀付着分を合わせ、

計6万７千あまりの稚ナマコを中

間育成にまわすことができまし

た。これらのナマコは来年2月ま

で中間育成して残留率を調べ、放

流する予定です。

同青年部を支援してきた渡島北

部地区水産技術普及指導所は「プ

ランクトンネットで生け簀を作ろ

うという発想には驚かされまし

た。部員が自分たちでいろいろ考

え、実践して6万個以上もの種苗

を生産できたというのはすごいこ

とです」と高く評価します。

福田青年部長は「日本海のホタ

テ稚貝のように地まき用の種苗と

して売れるようにしたい。それか、

中間育成用の種苗として採苗器ご

と出荷するという手もある。新し

い事業として発展させるところま

で持っていきたい」と明日への夢

を膨らませています。

10月18日、採苗器と生け簀の

内側に付着した稚ナマコを回収

し、中間育成を開始しました。

ナマコが付着したままの採苗器

にさらにタマネギ袋をかぶせ、

30袋を15段の丸篭2本に、40袋

を着底篭1篭に収容しました。1

漁業を取り巻く厳しい環境の中で、全道各地ではつくり育てる漁業への取り組みが進んでいます。

この「育てる漁業研究会」は、栽培漁業を推進するための研究、技術開発の成果と残された課題等を、

皆で話し合い、考えてもらう場として毎年開催しています。

近年ナマコの価格が高騰し、漁業関係者から明るい声と共に、資源状況についての不安や、種苗生

産・放流に対する期待が大きくなっています。

そこでナマコに関する知識を高め、漁業者、技術者、行政それぞれが何をすべきかを論議する場と

して、本年度の「育てる漁業研究会」を開催します。

テーマ：今ナマコを考える
日　時：平成19年1月25日（木） 午前9時30分～12時30分
場　所：ホテルガーデンパレス2階大会議室（札幌市中央区北1条西6丁目）

講演内容

Ⅰ　国際市場と流通の実態

名古屋市立大学人文社会学部 助教授 赤嶺　淳

Ⅱ　価格形成の仕組みと貿易問題

北海道漁業協同組合連合会共販部 部　長 熊谷　伝

Ⅲ　種苗生産技術の現状と問題点

北海道立栽培水産試験場生産技術部 科　長 酒井勇一

Ⅳ　北海道におけるナマコ漁業と資源

北海道立中央水産試験場 主任普及指導員 東　幸兵

質疑・討論　　座長　北海道栽培漁業振興公社 副会長 林　和明
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母 母 母 別海漁協女性部長

竹田美知子さ
ん

再来年迎える女性部50周年の

資金づくりと値段の安い魚の付加

価値を高めることを目的に、今年

の春から風蓮湖で獲れる魚の加工

販売を行っています。ワカサギの

佃煮、チカの一夜干しとフライ、

ニシンのみりん漬けとぬか漬けな

どを作って販売しました。

夏にはマスのすり身とチャンチ

ャン焼き、カブト煮を作りました。

カブト煮は頭をコンブで巻いて圧

力鍋で炊いたものです。骨ごと食

べられて美味しいと好評で秋サケ

でも作りました。大きな加工場で

は頭を捨てることが多く、いつも

もったいないなと感じていたので

有効利用ができたとみんなで自己

満足しています。

製品化して販売することの大変

さが身に染みて分かりました。で

も、苦労があると売れたときの喜

びはひとしおです。50周年が終

わったらみんな一回り大きくなっ

ていると思います。

別海の女性部員は現在82人で

す。ちょうど代替わりの時期で若

い人が多く、30代、40代が中心

です。若い人と一緒にいるとエネ

ルギーをもらえますね。視点も違

うのでそういう考え方もあるのか

と勉強になります。

今年の3月に部長になったばか

りですが、女性部に入っていて良

かったと思ってもらえるよう人づ

くり、仲間づくりを心がけたいで

す。一人一人の力は微々たるもの

でも団結すれば多くのことができ

ます。私自身まだまだ未熟で人に

何かを伝える難しさも承知してい

ますが、女性部に入って自分の学

んできたことを少しでも若い人に

伝えていけたらと思っています。

引退するときにご苦労さまでした

って言ってもらいたいですね。

苦労の分だけ喜びが


